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昨
年
十
月
、
岡
山
県
の

瀬
戸
内
海
岸
の
牛
窓
を
訪

れ
た
。
宿
の
目
の
前
が
牛

窓
の
港
。

　
瀬
戸
内
海
は
干
満
の
差

が
大
き
い
の
で
岸
壁
に
直

接
船
を
着
け
ら
れ
な
い
。

ど
こ
に
も
浮
き
桟
橋
が
あ

る
。
潮
が
引
く
と
浮
き
桟

橋
が
下
が
る
の
で
橋
の
傾

斜
が
き
つ
く
な
る
。

　
五
才
の
頃
だ
っ
た
。
矢

張
り
瀬
戸
内
海
岸
に
住
ん

で
い
た
。
父
の
知
り
合
い

が
船
で
来
る
と
い
う
の
で

港
ま
で
迎
え
に
行
っ
た
。

そ
の
時
、
浮
き
桟
橋
に
降

り
る
鉄
板
の
橋
の
傾
斜
が

と
て
も
急
だ
っ
た
。
桟
橋

ま
で
降
り
る
の
に
難
渋
し

て
、
笑
わ
れ
た
。

　
牛
窓
は
小
豆
島
に
次
ぐ

オ
リ
ー
ブ
の
産
地
。
山
に

は
オ
リ
ー
ブ
が
沢
山
あ
っ

た
。

牛
窓
の
港

岡
山
県
瀬
戸
内
市
牛
窓
町

二
〇
一
三
年
十
月

干潮

満潮

例え十秒前でも噴火を予知できれば・・・

　
木
曽
の
御
嶽
山
が
爆

発
。
戦
後
最
悪
の
人
的

被
害
を
生
じ
た
。
今
な

お
、
行
方
不
明
者
の
捜
索

が
続
い
て
い
る
。「
噴
火

が
予
知
で
き
な
か
っ
た
の

か
？
」と
い
う
声
が
あ
る
。

予
知
す
る
為
に
は

　
火
山
の
状
態
を
観
測
す

る
態
勢
と
、
観
測
デ
ー
タ

を
分
析
す
る
態
勢
が
必
要

だ
。
御
嶽
山
の
山
頂
付
近

の
地
震
計
五
基
の
内
三
基

は
老
朽
化
等
で
昨
年
八
月

か
ら
稼
働
せ
ず
。
老
朽
化

す
る
前
に
更
新
す
る
予
算

を
つ
け
る
べ
き
だ
。

　
こ
ん
な
観
測
態
勢
で
は

噴
火
時
に
、
火
口
の
下
で

何
が
起
こ
っ
て
い
る
か
、

調
べ
よ
う
も
無
い
。
噴
火

予
知
な
ど
で
き
な
い
。

　
活
火
山
が
百
十
あ
る
日

本
に
、
火
山
学
者
は
四
〇

人
と
聞
い
た
。
一
方
、
活

火
山
十
の
イ
タ
リ
ア
で

は
、火
山
学
者
は
六
百
人
。

要
す
る
に
火
山
の
研
究
に

投
ず
る
予
算
が
日
本
は
遙

か
に
少
な
い
。
ポ
ス
ト
を

作
ら
な
け
れ
ば
誰
も
火
山

研
究
は
出
来
な
い
。

火
山
の
地
震
観
測
で

　
火
山
の

地
下
に
は

マ
グ
マ
が

あ
っ
た
り
、

そ
れ
が
固

ま
っ
た
も
の
が
あ
っ
た
り

複
雑
。
そ
の
為
、
地
震
波

の
伝
わ
る
速
度
は
場
所
に

よ
っ
て
変
わ
る
。
火
山
の

山
頂
か
ら
麓
ま
で
、
図
の

○
印
の
よ
う
に
沢
山
の
地

震
計
を
置
け
ば
、
火
山
の

地
下
の
様
子
が
細
か
く
分

か
る
。
そ
う
し
た
デ
ー
タ

を
積
み
重
ね
れ
ば
、
噴
火

直
前
の
予
知
も
夢
で
は
無

い
だ
ろ
う
。
緊
急
地
震
速

報
の
よ
う
に
、
例
え
、
十

秒
前
で
も
噴
火
を
予
知
で

き
れ
ば
助
か
る
人
が
増
え

た
の
で
は
な
い
か
？

　
皆
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？


